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牧
口
常
三
郎
の
場
合

三

輪

是

法

身

延

山

大

学

は

じ

め

に

近
代
日
本
の
宗
教
界
に
お
い
て
、
日
蓮
の
立
正
安
国
の
思
想
は
、
国
家
安
泰
を
指
標
と
す
る
政
治
的
右
派
・
左
派
の
双
方
に
取
り
込
ま

れ
、
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
戸
頃
重
基
氏
の
研
究
、

近
代
社
会
と
日
蓮
主
義

に
よ

１
れ
ば
、
日
蓮
主
義
の
開
顕
統

一
の
思
想
は
、
近
代
社
会
に
お
い
て
自
由
、
寛
容
と
は
つ
な
が
ら
ず
、
天
皇
制
に
よ
る
絶
対
主
義
統
一
の
思
想
と
癒
着
し
、
ミ
リ
タ
ン
ト

な
全
体
主
義
に
接
合
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
戸
頃
氏
が
定
義
す
る

日
蓮
主
義

と
は
、

法
華
経
に
基
づ
く
日
蓮
の
思

想
・
信
仰
・
行
動
の
体
系

と
い
う
こ
と
で
、
田
中
智
学
の
国
柱
会
、
顕
本
法
華
宗
の
本
田
日
生
、
身
延
系
日
蓮
宗
の
外
郭
的
文
化
団
体

で
あ
る
法
華
会
の
小
林
一
郎
、
そ
し
て
宗
教
学
者
姉
崎
正
治
な
ど
に
よ
っ
て
普
及
し
た
と
い
う
。
物
語
論
に
換
言
す
れ
ば
、
日
蓮
の
遺
文

が
近
代
日
本
に
お
い
て
、
信
仰
者
の
行
動
を
意
味
づ
け
る
た
め
に
読
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
戸
頃
氏
が
言
う

日
蓮
主
義

信
仰
者
達

は
、
日
本
と
い
う
国
家
、
民
族
主
義
ま
で
包
括
し
た
国
体
を
守
る
と
い
う

２
願
い

の
た
め
に
、
自
ら
の
思
想
と
行
動
の
正
当
性
の
証
明

を
日
蓮
の
思
想
と
行
動
に
見
出
し
、
求
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
果
た
し
て
、
戦
後
の
現
代
社
会
か
ら
翻
っ
て
み
る
と
き
に
、

近
代
日
本
の
日
蓮
信
仰
に
み
る
祈
り
（
三
輪
是
法
）
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そ
う
し
た
行
動
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
は
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
日
蓮
主
義
が
近
代
日
本
に
お
い
て
一
部
の
国
家
主
義
や
社

会
主
義
の
人
々
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
自
ら
の
信
仰
的
立
場
を

日
蓮
主
義

と
呼
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
戸
頃
氏
が
定
義
す
る
日
蓮
主
義
に
基
づ
い
て
教

育
改
革
を
提
唱
し
続
け
た
、
現
在
の
創
価
学
会
の
前
身
、
創
価
教
育
学
会
の
創
始
者
牧
口
常
三
郎
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
彼
の
願
い
に
つ

い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。

一

三
谷
素
啓
の
願
い

牧
口
が
日
蓮
正
宗
に
入
信
し
た
の
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
五
七
歳
の
時
で
、
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
当
時
の
研
心
学
園
、
現

在
の
目
白
学
園
で
校
長
を
務
め
て
い
た
三
谷
素
啓
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
三
谷
に
つ
い
て
は
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
由
木

義
文
氏
の

３
論
文
に
よ
る
と
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
長
崎
県
に
生
ま
れ
、
大
正
四
・
五
年
（
一
九
一
五
・
六
）、
四
〇
歳
近
い
年
齢

で
禅
宗
の
檀
徒
か
ら
日
蓮
正
宗
に
改
宗
し
て
い
る
。
著
書
と
し
て
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
一
月
発
行
の

立
正
安
国
論
精
釈

（
以
下

精
釈

と
略
す
）
が
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
寄
稿
さ
れ
て
い
る
研
心
学
園
創
始
者
・
佐
藤
重
遠
の

発
刊
之
辞

に
は
次
の
よ
う
に
説

か
れ
て
い
る
。

吾
人
、
茲
に
親
し
く
経
典
を
色
読
し
、
仏
教
の
意
義
を

明
す
る
の
傍
、
正
法
有
縁
の
同
胞
に
対
し
、
汎
く
聖
祖
の
遺
徳
を
頌
え
ん

が
為
め
に
、
先
生
を
擁
し
て
聖
書
刊
行
の
大
業
を
発
願
し
、
其
初
著
と
し
て
時
機
必
須
な
る
立
正
安
国
論
の
精
釈
を
乞
ひ
、
更
に
進

ん
で
順
次
御
書
全
巻
に
及
ば
ん
と

４
欲
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
谷
と
と
も
に
法
華
経
に
基
づ
い
た
実
践
活
動
を
し
、
仏
教
の
本
意
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
同
じ
信
仰
を
持
つ
者
達

近
代
日
本
の
日
蓮
信
仰
に
み
る
祈
り
（
三
輪
是
法
）
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に
日
蓮
遺
文
の
注
釈
書
を
順
に
刊
行
し
て
い
く
そ
の
始
め
と
し
て
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

立
正
安
国
論

の
注
釈
を
願
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
目
的
は
、
同
文
に
説
か
れ
る
佐
藤
の
時
代
観
に
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。

而
か
も
仏
祖
は
遠
く
滅
し
て
印
度
亡
び
、
孔
孟
漢
土
に
出
づ
と
雖
も
三
世
を
知
ら
ず
十
界
を
語
ら
ず
、
現
世
に
執
着
し
て
教
義
悉
く

眼
前
に
拘
泥
し
、
延
て
世
上
の
規
範
を
壊
り
、
破
綻
続
出
、
四
百
余
州
為
に
寧
日
無
し
、
耶
教
は
偏
狭
依
估
に
し
て
余
弊
の
斉
す
処

往
年
の
大
惨
劇
を
演
出
し
、
漫
に
人
類
を
軽

し
て
人
種
問
題
は
現
に
不
断
の
禍
根
を
為
す
、
独
り
我
日
本
帝
国
の
み
冥
天
の
救
護

す
る
処
に
し
て
、
地
涌
の
出
現
は
仏

に
叶
ひ
、
連
綿
と
し
て
正
法
涌
泉
の
実
状
に
あ
り
、
国
体
の
精
華
燦
然
と
し
て
古
今
に
絶
し

万
邦
に
超
ゆ
、
所
謂
東
北
有
小
国
唯
有
大
乗
種
性
の
聖
語
に
符
契
を
合
し
、
王
法
は
仏
法
に
冥
し
、
仏
法
は
王
法
に
合
し
王
仏
冥
合

し
て
理
想
の
国
土
を
建
設
す
べ
き
の
冥
約
に
当
る
。
苟
も
此
大
法
に
依
拠
せ
ん
か
、
百
千
の
大
難
何
か
あ
ら
ん
、
転
禍
為
福
、
変
毒

為
薬
、
我
が
国
現
下
の
思
想
国
難
の
如
き
は
一
挙
に
し
て
救
治
す
べ
き

５
な
り
。

す
な
わ
ち
、
日
蓮
遺
文
に
引
用
さ
れ
る
僧
肇
の

法
華
翻
経
後
記

の
予
言
に
基
づ
き
、
王
仏
冥
合
し
て
理
想
の
国
土
を
建
設
し
、
逼

迫
し
た
日
本
の
悪
し
き
現
状
を
打
破
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
三
谷
自
身
は
ど
う

え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

精
釈

の

追
記

に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

偶
々
今
夏
期
休
暇
を
迎
へ
た
際
、
同
氏
等
の
余
に
語
る
処
は
、
休
暇
を
利
用
し
て
、
世
上
難
解
の
定
評
あ
り
、
且
つ
未
だ
正
義
幽
遠

の
含
理
を

明
せ
る
も
の
な
き
、
立
正
安
国
論
の
精
註
を
刊
行
し
て
、
濁
劫
悪
世
の
現
社
会
に
投
擲
す
る
こ
と
は
、
一
は
跼
息
せ
る

憂
国
同
胞
の
奮
起
を
促
し
、
他
は
以
て
三
毒
惰
眠
の
一
叱
に
値
せ
ず
や
と
の
薦
に
接

６
し
た
。

当
時
の
社
会
に
つ
い
て
は

濁
劫
悪
世

と
認
識
し
、

精
釈

出
版
の
目
的
を
憂
国
同
胞
の
奮
起
と
当
時
社
会
に
対
す
る
叱
責
と
し

近
代
日
本
の
日
蓮
信
仰
に
み
る
祈
り
（
三
輪
是
法
）
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て
い
る
。
社
会
の
現
状
を

濁
劫
悪
世

と
す
る
具
体
的
説
示
は
本
書
の
中
随
所
に
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
科
学
偏
重
の
生
死
観
、

地
震
や
天
体
に
み
ら
れ
る
奇
瑞
の
表
出
、
僧
侶
の
堕
落
、
児
童
教
育
の
退
廃
、
批
評
家
の
愚
見
、
科
学
的
真
理
の
い
い
加
減
さ
、
人
倫
の

喪
失
な
ど
に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

立
正
安
国
論

の

早
く
天
下
の
静

を
思
は
ば
須
く
国
中
の
謗

法
を
断
つ
の
み

の
文
を
受
け
て
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

仏
法
の
最
要
は
、
成
仏
得
道
に
あ
る
。
成
仏
と
は
、
三
世
常
住
の
義
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
現
世
安
穏
後
世
善
処
で
無
く
て
は
な
ら
ぬ
。

斯
の
如
き
天
下
地
上
の
災
妖
は
、
現
世
に
於
て
已
に
三
悪
道
の
実
現
で
あ
る
。
見
よ
、
人
心
の
悪
化
を
。
人
は
悉
く
悪
鬼
醜
魔
の
心

で
あ
る
。
外
形
は
人
間
で
あ
っ
て
も
、
心
が
已
に
人
で
無
い
。
人
間
の
価
値
は
外
貌
の
醜
美
に
依
つ
て
は
別
れ
な
い
。
心
の
善
悪
に

依
つ
て
定
ま
る
の
だ
。（
中
略
）
凡
そ
、
恐
怖
す
べ
き
者
は
無
数
で
あ
る
。
戦
争
、
地
震
、
海
嘯
、
火
事
、
水
害
、
疫
病
等
、
此
外

幾
多
も
有
る
が
、
そ
れ
等
の
者
は
悉
く
括
て
一
丸
と
為
す
も
、
尚
ほ
及
ば
ざ
る
一
大
恐
怖
が
あ
る
。
其
れ
は
人
心
の
悪
化
で
あ
る
。

（
中
略
）
近
時
の
悪
思
想
。
大
な
る
点
よ
り
見
て
、
果
し
て
悪
思
想
か
、
善
思
想
か
は
、
今
之
を
論
ず
る
の
機
を
持
た
ぬ
か
ら
、
抄

略
す
る
が
要
す
る
に
我
日
本
に
は
、
我
日
本
特
有
の
思
想
が
あ
り
、
習
慣
が
あ
っ
て
、
兎
に
角
二
千
年
余
の
歴
史
を
重
ね
て
来
た
の

で
あ
る
が
、
人
皆
磐
石
と
心
得
て
居
つ
た
日
本
特
有
の
思
想
も
、
何
ふ
や
ら
余
程
浸
滲
さ
れ
て
来
た
ら
し
い
、（
中
略
）
世
人
は
何

も
知
ら
ず
し
て
、
各
自
の
想
像
で
種
々
に
推
測
を
画
い
て
居
て
、
赤
化
思
想
の
人
な
ん
と
云
へ
ば
、
如
何
に
も
鬼
か
悪
魔
に
似
た
人

許
り
だ
と
思
っ
て
居
る
ら
し
い
が
、
実
際
は
雲
泥
の
違
だ
。
誠
に
懐
か
し
く
、
慕
は
し
く
、
深
切
で
物
や
さ
し
く
て
、
情
深
く
て
、

虚
言
を
言
は
な
い
点
な
ぞ
、
全
く
想
像
の
外
だ
。
併
し
之
れ
が
最
も
恐
る
べ
き
勢
力
を
扶
殖
す
る
所
以
な
の
だ
。
恰
も
少
女
を
誘
拐

す
る
と
き
に
、
物
や
さ
し
く
、
深
切
に
す
る
と
同
じ
手
口
で
あ
る
。（
中
略
）
恐
る
べ
き
は
悪
人
よ
り
も
善
人
で
あ
る
。
戒
む
べ
き

は
在
家
よ
り
も
出
家
で

７
あ
る
。

近
代
日
本
の
日
蓮
信
仰
に
み
る
祈
り
（
三
輪
是
法
）
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現
社
会
が
悪
化
し
て
い
る
の
は
、
人
の
心
が
悪
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
よ
う
な
外
来
思
想
に
浸
食
さ
れ
て

人
々
は
踊
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
元
凶
こ
そ
が
善
人
や
出
家
者
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

三
谷
は
当
時
起
こ
っ
た
自
然
災
害
や
人
災
の
原
因
を
憂
い
、
謗
法
滅
罪
を
説
く

立
正
安
国
論

の
教
説
に
深
く
感
応
し
、
そ
こ
に
同

時
代
性
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
間
接
的
で
は
あ
れ
、

本
書
の
外
に
日
蓮
聖
人
御
書
四
巻
を
加
へ
、
合
計
五
巻
を
発
行

８
す
る

こ
と
で
、

当
時
社
会
に
対
し
て
叱
責
し
、
憂
国
同
胞
の
奮
起
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。

二

牧
口
常
三
郎
の
願
い

牧
口
が
日
蓮
正
宗
に
入
信
し
た
き
っ
か
け
が
三
谷
と
の
出
会
い
で
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
牧
口
が
三
谷
か
ら
受
け
た
影
響
は
、
法

華
経
の
真
理
が
我
々
の
日
常
生
活
に
密
接
に
関
係
し
、
全
宇
宙
の
道
理
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
三
谷
の

精
釈

で
は
、

医
学
の
進
歩
に
つ
い
て
批
判
を
あ
げ
る
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
要
す
る
に
我
々
に
限
ら
ず
、
宇
宙
間
に
生
存
し
て
居
る
も
の
が
、
個
々
単
独
に
生
活
し
て
居
る
と
見
る
の
が
、
現
代
科
学

の
主
張
で
あ
る
が
、
之
れ
が
根
本
の
誤
謬
で
有
つ
て
、
真
実
に
は
一
大
生
活
圏
内
の
分
派
生
活
に
過
ぎ
な
い
。
譬
へ
て
云
へ
ば
、

我
々
の
毛
髪
は
、
一
本
一
本
の
生
活
と
見
え
る
。
爪
も
然
り
、
更
に
微
細
に
進
め
ば
、
血
液
も
各
々
微
粒
の
血
珠
が
各
自
単
独
の
生

活
で
あ
り
、
更
に
進
ん
で
は
、
細
胞
が
各
個
の
生
活
を
営
ん
で
居
る
の
で
は
あ
る
が
、
詮
じ
詰
め
れ
ば
、
吾
々
一
個
の
色
（
体
）
心

生
活
中
の
一
分
派
生
活
に
外
な
ら
な
い
。
更
に
、
吾
々
は
大
宇
宙
の
一
小
分
派
生
活
で
あ
る
。
之
よ
り
推
理
す
る
な
ら
ば
、
此
の
大

宇
宙
た
る
三
千
大
千
世
界
は
、
一
個
の
生
活
体
で
有
る
事
に
異
論
は
無
か
ら
う
。
若
し
然
ら
ば
、
天
体
の
生
活
が
我
々
地
上
の
生
活

と
、
没
交
渉
で
あ
る
道
理
は
断
じ
て
無
い
。
経
文
は
、
科
学
的
に
於
て
も
、
此
の
理
論
が
徹
底
し
て
居
る
。
何
一
つ
と
し
て
実
際
と

近
代
日
本
の
日
蓮
信
仰
に
み
る
祈
り
（
三
輪
是
法
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相
違
す
る
処
が

９
無
い
。

三
谷
は
諸
現
象
を
証
明
す
る
科
学
の
限
界
に
お
い
て
、
仏
教
経
典
、
殊
に
法
華
経
の
経
文
の
道
理
を
全
宇
宙
の
道
理
と
す
る
。
牧
口
も

同
様
に
現
実
の
生
活
と
仏
教
と
の
関
係
を
見
出
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、
三
谷
と
は
異
な
り
、
科
学
を
否
定
せ
ず
、

日
蓮
仏
法
を
こ
ゝ
ろ

み
る
に
道
理
と
証
文
と
に
は
す
ぎ
ず
。
又
道
理
・
証
文
よ
り
も
現
証
に
は
す
ぎ
ず

と
い
う
日
蓮
の
言
葉
を
も
っ
て
、
宗
教
と
科
学
を
結

び
つ
け
て

え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
牧
口
が
当
時
日
本
に
お
い
て
問
題
と
し
て
い
た
こ
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

昭
和
五
年
に
発
刊
さ
れ
た

創
価
教
育
学
大
系

第
一
巻
冒
頭
の

緒
言

に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
一
日
も
早
く
社
会
の
一
顧
を
得
て
、
国
民
教
育
の
不
安
を
救
ひ
た
い
と
い
ふ
情
だ
け
は
益
々
濃
厚
に
赫
熱
し
て
来
た
の
で

あ
る
。
入
学
難
、
試
験
地
獄
、
就
職
難
等
で
一
千
万
の
児
童
や
生
徒
が
修
羅
の
巷
に
喘
い
で
居
る
現
代
の
悩
み
を
、
次
代
に
持
越
さ

せ
た
く
な
い
と
思
ふ
と
、
心
は
狂
せ
ん
ば
か
り
で
、
区
々
た
る
毀
誉
褒
貶
の
如
き
は
余
の
眼
中
に
は
な
い
。
希
く
ば
物
の
良
否
、
価

値
の
多
少
は
兎
も
角
も
、
三
十
余
年
間
の
苦
心
を
諒
察
せ
ら
れ
、
同
情
あ
る
叱
正
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。（
中
略
）
も
し
も
幸

に
共
鳴
さ
れ
る
な
ら
ば
、
相
提
携
し
て
叙
上
教
育
の
改
造
に
よ
っ
て
、
国
難
の
救
済
に
翼
賛
せ
ん
と
期
す
る
も
の
で

10
あ
る
。

当
時
の
教
育
社
会
に
見
ら
れ
る
受
験
の

11
弊
害
、
就
職
困
難
な
状
況
を
憂
い
、

教
育
改
造
運
動

を
起
こ
す
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

で
は
、
牧
口
が
分
析
し
、
提
唱
す
る
教
育
の
目
的
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
ま
で
の
教
育
に
は
不
確
実
な
る
目
的
を
あ
た
か
も
確
実
な
る
も
の
ゝ
如
く
に
誤
認
し
て
来
た
大
な
る
誤
謬
が
あ
る
。
国
民
教
育

の
尨
大
な
組
織
が
出
来
上
が
っ
て
居
な
が
ら
、
そ
の
目
的
観
が
不
確
実
で
あ
っ
た
事
は
何
と
し
て
も
不
可
思
議
の
現
象
で
あ
る
。
今

や
吾
人
は
こ
の
問
題
を
明
確
に
究
明
し
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
社
会
が
如
何
な
る
目
標
を
以
て
子
弟
を
教
養
せ
ん

と
念
願
し
て
居
る
か
を
静
視
す
る
事
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
方
面
が
あ
る
と

へ
る
。
之
は
家
庭
に
於
て

近
代
日
本
の
日
蓮
信
仰
に
み
る
祈
り
（
三
輪
是
法
）

二
四
四



父
母
は
其
の
子
に
対
し
て
如
何
な
る
希
望
を
持
っ
て
居
る
か
。
ま
た
国
家
社
会
は
其
の
次
代
の
要
素
に
如
何
な
る
こ
と
を
要
求
し
て

居
る
か
。
此
二
つ
に
つ
い
て
事
実
を
観
察
し
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

或
る
論
者
は
国
家
の
為
と
云
ひ
、
ま
た
或
者
は
父
母
の
為
と
い
ふ
。
然
し
そ
れ
は
果
し
て
子
供
を
愛
す
る
父
母
の
純
真
率
直
な
る

希
望
で
あ
る
で
あ
ら
う
か
。（
中
略
）
社
会
が
要
求
す
る
目
的
は
同
時
に
個
人
が
伸
び
ん
と
す
る
目
的
と
一
致
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即

ち
真
正
の
目
的
は
一
方
が
他
方
を
手
段
と
す
る
事
な
く
、
一
方
の
生
存
目
的
は
他
方
に
於
て
も
当
然
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の

で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

即
ち
国
民
あ
つ
て
の
国
家
で
あ
り
、
個
人
あ
つ
て
の
社
会
で
あ
る
。
個
人
の
伸
長
発
展
は
軈
て
国
家
社
会
の
繁
栄
で
あ
り
、
充
実

で
あ
り
、
拡
張
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て
個
人
の
縮
小
は
即
ち
国
家
の
衰
微
で
あ
り
、
勢
力
の
減
退
で
あ
る
。
国
家
社
会
は
原
素
の

結
合
に
依
つ
て
栄
え
、
分
離
に
よ
つ
て
衰
へ
、
解
散
に
よ
つ
て
消
滅
す
る
も
の
で

12
あ
る
。

教
育
の
目
的
に
は
子
供
に
対
す
る
親
の
希
望
を
叶
え
る
こ
と
と
、
国
家
が
必
要
と
す
る
人
材
の
育
成
の
二
つ
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
こ

の
二
つ
の
目
的
が
別
々
に
達
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
前
者
の
達
成
、
す
な
わ
ち
個
と
し
て
の
人
間
育
成
が
、
や
が
て
後
者
の
目
的
た
る

国
家
を
形
成
し
、
国
家
社
会
を
繁
栄
へ
と
導
く
と
い
う
理
論
に
基
づ
い
て
、
そ
の
双
方
を
一
体
と
す
る
射
程
を
組
み
込
ん
だ
教
育
が
必
要

だ
と
説
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
価
値
論
に
即
し
て
言
う
な
ら
ば
、

利
用
厚
生
が
個
人
我
を
超
越
し
て
、
社
会
我
に
拡
大
さ
れ

願
く
ば
此
の
功
徳
を
以
て
普

く
一
切
に
施
し
、
我
等
と
衆
生
と
倶
に
仏
道
を
成
就
せ
ん
こ
と
を

の
境
界
に
至
る
な
ら
、
何
も
嫌
忌
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
み
か
、

論
者
の
期
待
す
る

真
理
其
の
物
を
求
む
る
無
我
の
聖
者
に
し
て
大
な
る
発
明
発
見
を
す
る
も
の

と
一
致
す
る
訳
で
は
な

13
い
か

と
牧

口
が
述
べ
る
、
法
華
経
化
城
喩
品
に
宣
言
さ
れ
る
仏
の
祈
り
と
も
相
通
ず
る
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
我
々
は
幸
福
を
実
現
す

近
代
日
本
の
日
蓮
信
仰
に
み
る
祈
り
（
三
輪
是
法
）

二
四
五



る
。

教
育
の
目
的
た
る
べ
き
文
化
生
活
の
円
満
な
る
遂
行
を
、
如
実
に
言
ひ
表
は
す
語
は
幸
福
以
外
に
は
な
い
で
あ
ら
う
。（
中
略
）
教

育
者
や
教
育
を
希
望
す
る
父
兄
な
ど
が
、
自
己
の
生
活
の
慾
望
の
為
に
、
被
教
育
者
を
手
段
と
す
る
の
で
な
く
、
被
教
育
者
そ
れ
自

身
の
生
活
を
教
育
活
動
の
対
象
と
な
し
、
そ
の
幸
福
を
図
る
を
以
て
、
教
育
の
目
的
と
す
る
の
で

14
あ
る
。

自
己
の
欲
望
の
た
め
で
は
な
く
、
子
供
を
教
育
し
、
幸
福
へ
と
導
く
こ
と
が
教
育
の
目
的
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
そ
の
実
現
こ
そ
が
全
て

の
人
々
を
幸
福
に
至
ら
し
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

で
は
牧
口
が
い
う
幸
福
と
は
何
か
。

従
つ
て
真
の
幸
福
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
公
衆
と
苦
楽
を
共
す
る
の
で
な
け
れ
ば
得
る
能
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
真
の
幸
福
の
概
念

の
中
に
は
、
ど
う
し
て
も
円
満
な
る
社
会
生
活
と
い
ふ
こ
と
が
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
素
を
な
す
こ
と
が
容
易
に
承
認
さ
れ

15
よ
う
。

真
の
幸
福
と
は
法
華
経
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
一
切
衆
生
の
幸
福
、
社
会
全
体
の
幸
福
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、

宗
教
家
の
生
活
、

真
に
社
会
改
造
を
唯
一
無
二
の
念
願
と
す
る
志
士
の
生
活
、
教
育
に
没
頭
す
る
真
正
の
教
育
家
の
生
活
等
は
財
産
は
な
い
が
、
無
限
の
欣

悦
に
浸
り
、
無
限
の
英
気
に
培
は
れ
、
依
つ
て
以
て
安
心
立
命
し
、
虚
心
純
潔
に
し
て
小
児
の
如
き
天
真
無
限
の
幸
福
を
感

16
ず
る

と
い

う
よ
う
に
、
物
質
的
欲
求
を
満
た
す
も
の
で
は
な
く
、
精
神
的
な
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
地
位
や
名
誉
、
財
産
と
い
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
精
神
的
ゆ
と
り
の
境
地
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
幸
福
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
主
要
な
要
素
、
大
前
提
と
な
る
の
が
、
健
康
で
あ
り
、
青
少
年
の
不
健
康
な
生
活

は
、
怠
惰
・
無
活
動
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
創
価
的
生
活
を
営
む
こ
と
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

幸
福
の
第
一
条
件
た
る
健
康
の
為
め
に
は
活
動
を
第
一
と
す
る
。
社
会
的
生
活
に
有
害
な
る
怠
惰
、
無
活
動
は
個
人
的
不
健
康
の
原

近
代
日
本
の
日
蓮
信
仰
に
み
る
祈
り
（
三
輪
是
法
）
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因
で
あ
り
、
無
駄
な
生
活
、
反
価
値
の
活
動
に
放
散
さ
れ
て
居
る
自
動
の
活
動
力

マ
マ

読
点
入
ル
カ

じ
つ
と
し
て
居
ら
れ
な
い
青
少
年
の
活
動
力
の
有

害
に
放
散
さ
れ
る
も
の
を
有
益
に
、
創
価
的
生
活
に
導
く
為
に
教
育
の
意
義
が
存
す
る
の
で

17
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
牧
口
は
教
育
改
革
の
綿
密
な
理
論
を
展
開
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
教
育
目
的
に
個
人
と
社
会
の
双
方
の
領
域

を
認
め
て
い
る
以
上
、
自
ず
と
そ
の
理
論
は
社
会
改
革
へ
も
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
前
二
巻
に
続
け
て
昭
和
七
年
に
発
刊
さ
れ
た

創
価
教
育
学
大
系

第
三
巻
で
は
、
教
育
の
領
域
か
ら
国
家
へ
と
問
題
意
識
を
拡
大
し
、
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。

階
級
闘
争
、
生
活
困
難
、
思
想
混
乱
、
世
相
険
悪
等
々
。
之
は
現
に
吾
等
の
眼
前
に
展
開
し
て
居
る
場
面
で
、
如
何
に
し
て
こ
の
大

波
瀾
を
乗
り
切
る
か
ゞ
焦
眉
の
問
題
で
は
な

18
い
か
。

牧
口
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
日
蓮
の

立
正
安
国
論

冒
頭
部
分
を
三
谷
の

精
釈

か
ら
間
接
引
用
し
、

誰
か
是
を
現
代
に
関

係
な
し
と
看
過
し
得
る
か
。
殊
に
思
想
善
導
に
任
ず
る
者
は

19
如
何

と
疑
問
を
投
げ
か
け
、
学
者
・
政
治
家
・
宗
教
家
の
無
能
さ
を
指
摘

し
、
教
育
家
に
言
い
及
ぶ
。
こ
こ
で
の
中
心
的
課
題
は
、
思
想
善
導
問
題
の
解
決
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
に
は
大
き
な
障
壁
が
あ
る

と
い
う
。
そ
れ
が

指
導
の
目
標
た
る
善
悪
其
の
物
の
明
確
な
る

20
認
識

の
欠
如
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
障
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

善
悪
の
判
定
基
準
が
必
要
と
な
り
、

倫
理
学
と
社
会
学
の

21
討
究

を
基
盤
と
す
る
、
牧
口
の
提
唱
す
る
創
価
教
育
が
重
要
な
役
割
を
持

つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

如
何
な
る
教
育
を
す
れ
ば
よ
い
か
は
第
二
と
し
て
、
教
育
に
依
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
此
の
危
険
思
想
も
思
想
国
難
も
善
導
す
る
こ
と

の
、
差
し
当
り
出
来
な
い
だ
け
は
、
何
人
も
異
論
の
余
地
は
な
い
所
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
思
想
の
善
導
は
教
育
の
改
善
に
よ
つ
て

す
る
よ
り
外
に
途
な
き
も
の
た
る
だ
け
は
承
認
せ
ね
ば
な

22
ら
ぬ
。

牧
口
は
当
時
日
本
の
思
想
混
乱
を
国
難
と
認
め
、
そ
の
改
善
策
と
し
て
教
育
改
革
を
提
唱
す
る
。
で
は
そ
の
思
想
と
は
何
か
。

近
代
日
本
の
日
蓮
信
仰
に
み
る
祈
り
（
三
輪
是
法
）
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政
治
家
や
経
世
家
は

社
会
心
養
成
に
あ
り

で
擱
筆
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
教
育
家
は
如
何
。
今
ま
で
の
教
育
指
導
階
級
は
国
体
観

念
の
涵
養
に
あ
り
、
道
徳
教
育
の
振
興
に
あ
り
で
教
育
の
実
績
が
挙
る
と

へ
て
居
た
。
而
し
て

如
何
に
し
た
ら
国
体
観
念
が
涵

養
さ
れ
る
か

如
何
に
し
た
ら
道
徳
教
育
が
振
興
さ
れ
る
か

に
迄
は

へ
及
ば
ず
と
も
、
教
育
家
が
何
と
か
す
る
で
あ
ろ
う
と

し
て
居
た
。
然
る
を
何
ぞ
知
ら
ん
、
幾
年
経
つ
て
も
其
の
方
法
は
案
出
さ
れ
ず
、
其
の
人
さ
へ
も
見
つ
か
ら
ず
。
現
在
の
行
詰
り
を

来
し
た
で
は
な
い
か
。（
中
略
）
教
育
家
は
然
ら
ば
そ
の
後
を
如
何
に
す
べ
き
か
。
斯
様
に
鼓
吹
は
大
で
あ
る
に
拘
は
ら
ず

何
故

に
国
体
観
念
が
涵
養
さ
れ
ぬ
の
か
、
何
故
に
道
徳
教
育
が
振
興
し
な
い
の
か

と
の
点
を
反
省
し
、
真
面
目
に
前
途
の
方
策
を
講
ぜ

ね
ば
な
る

23
ま
い
。

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
発
布
さ
れ
た
教
育
勅
語
は
、
天
皇
制
教
育
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
牧
口
は
こ
の
教
育
に
疑
問

を
投
げ
か
て
い
る
。
牧
口
自
身
が
述
べ
る
と
こ
ろ
で
は
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て
左
翼
的
思
想
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
す
で
に

左
翼
活
動
と
は
決
別
を
し
た
上
で
の
問
題
提
起
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
解
決
策
と
し
て
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
。

此
（
世
界
唯
一
の
国
体
と
し
て
発
達
し
て
来
た
我
が
国
に
理
想
郷
が
実
現
す
る
）
欲
求
を
裏
切
る
現
実
社
会
の
醜
悪
が
精
神
上
の
欠

陥
に
起
因
す
る
こ
と
前
陳
の
如
し
と
す
れ
ば
、
之
が
救
済
は
教
育
に
よ
つ
て
為
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
教
育
も
終
局
に
於
て
は
最

高
な
る
宗
教
の
力
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
が
、
併
し
昔
思
想
善
導
を
一
手
に
引
き
受
け
て
居
た
僧
侶
乃
至
宗
教
家
が
殆
ど

信
用
を
失
墜
し
て
、
活
社
会
と
絶
縁
し
た
今
日
で
は
、
教
育
の
み
に
よ
る
外
に
は
具
案
的
方
策
は
立
た
な
い
で
あ

24
ら
う
。

こ
う
し
て
牧
口
は
教
育
と
い
う
科
学
と
宗
教
を
一
体
と
す
る

え
を
一
度
は
放
棄
し
、
創
価
教
育
を
実
践
し
て
い
く
上
で
理
想
と
す
る

教
師
論
を
展
開
し
て
い
く
。

教
師
の
理
想
的
資
格
を
論
ず
る
に
当
た
つ
て
の
前
提
は
、
教
師
は
人
間
の
師
表
と
し
て
社
会
の
尊
敬
を
受
け
る
に
相
応
す
る
だ
け
の

近
代
日
本
の
日
蓮
信
仰
に
み
る
祈
り
（
三
輪
是
法
）

二
四
八



資
格
を
備
ふ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
勤
ま
ら
な
い
職
業
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
の
意
識
で
あ
る
。

中
略
）
然
ら
ば
相
当
資
格
と
は
何
ぞ
。

自
ら
人
が
尊
敬
す
る
様
統
一
さ
れ
た
人
格
で

25
あ
る
。

牧
口
の
教
育
論
の
特
徴
は
、
学
者
や
政
治
家
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
伝
え
ら
れ
た
理
念
に
基
づ
く
実
践
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
の
現
場
主
義
で
あ
り
、
自
ら
の
経
験
に
基
づ
い
て

え
抜
か
れ
た
実
践
論
で
あ
る
。
そ
の
実
践
論
に
従
っ
て
、
現
行
の
教
育
界
、

教
師
を

永
不
成
仏

二
乗
不
作
仏

と
批
判
す
る
。
更
に
教
師
の
改
善
策
と
し
て
、
法
華
経
の
良
薬
、
日
蓮
の
教
え
の
必
要
性
を
説

く
に

26
至
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

創
価
教
育
学
体
系

に
展
開
さ
れ
る
牧
口
の
教
育
改
革
論
は
、
学
問
的
に
見
て
も
説
得
力
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
う
。
し
か
し
や
が
て
、
法
華
経
・
日
蓮
（
日
蓮
正
宗
）
へ
の
信
仰
が
深
ま
る
に
つ
れ
、

創
価
教
育
学
大
系

で
断
念
し
た

教
育
も
終
局
に
於
て
は
最
高
な
る
宗
教
の
力
に
基
づ
か
ね
ば
な

27
ら
ぬ

と
い
う
、
宗
教
を
基
礎
と
し
た
教
育
論
を
言
及
す
る
よ
う
に
な

り
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に
発
表
さ
れ
た

創
価
教
育
法
の
科
学
的
超
宗
教
的
実
験
証
明

で
は
、
法
華
経
、
日
蓮
の
教
説
の
援

用
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。
紙
面
の
都
合
上
、
詳
細
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、

教
育
法
の
根
本
的
改
革
問
題

の
な
か
で
、
教

育
者
は
ま
ず
宗
教
改
革
を
断
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
、
さ
ら
に
教
師
の
選
択
条
件
で
は
、

法
華
経
寿
量
品
の

肝
心

南
無
妙
法
蓮
華
経

の
三
大
秘
法
を
信
じ
奉
る
だ
け
の
純
真
さ
を
有
す
る
、
正
し
い

28
性
格

を
あ
げ
る
に
至
る
。
こ
う
し
て
牧
口

の
教
育
改
革
論
は
最
終
段
階
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

小

結

牧
口
常
三
郎
は
、
当
時
の
日
本
国
家
の
状
況
を
憂
い
、
改
革
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
教
育
者
の
立
場
で
幸
福
を
願
い
、
達
成
し
よ

近
代
日
本
の
日
蓮
信
仰
に
み
る
祈
り
（
三
輪
是
法
）

二
四
九



う
と
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
の
願
い
は

創
価
教
育
学
大
系

と
し
て
具
現
し
、
そ
の
祈
り
は
た
だ
祈
り
と
し
て
終
わ
る
こ
と
な

く
、
教
育
改
革
運
動
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
日
蓮
の
思
想
と
行
動
は
、
牧
口
自
ら
の
思
想
と
行
動
を
相
乗
的
に
意
味
づ

け
、
彼
の
背
を
強
く
押
し
な
が
ら
、
創
価
教
育
学
会
を
推
進
さ
せ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

近
代
日
本
に
お
け
る
日
蓮
思
想
の
受
容
の
一
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
祈
り
を
祈
り
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
日
蓮

の
生
き
方
と
相
似
し
て
実
現
化
の
道
を
選
択
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。

註

１

戸
頃
重
基
著

近
代
社
会
と
日
蓮
主
義

（
昭
和
四
七
年
、
評
論
社
）
一
五
〜
三
六
頁
。

２

今
大
会
の
テ
ー
マ
は

仏
教
に
お
け
る
祈
り
の
問
題

で
あ
る
。

祈
り

は
通
常
神
仏
と
い
う
絶
対
者
に
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
、
根
幹

に
は
実
現
さ
れ
て
い
な
い
人
間
の
願
い
が
存
在
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
願
い
に
重
点
を
置
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

３

由
木
義
文

三
谷
素
啓
の
立
場
、
牧
口
常
三
郎
の
立
場
｜
特
に
仏
法
と
科
学
の
係
わ
り
を
通
し
て

（
渡
邊
寶
陽
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

日
蓮
教
学
教
団
史
論
叢

二
〇
〇
三
年
、
平
楽
寺
書
店

）
六
五
七
〜
八
頁
参
照
。

４

三
谷
素
啓
釈

立
正
安
国
論
精
釈

（
二
〇
〇
三
年
、
興
門
資
料
刊
行
会

以
下

精
釈

と
略
す
）

発
刊
之
辞

四
頁
。

５

右
同
二
〜
三
頁
。

６

右
同
書

追
記

二
頁
。

７

右
同
書
三
六
九
〜
三
七
〇
頁
。

８

右
同
書

追
記

四
頁
。

９

右
同
書
一
〇
一
頁
。

10

牧
口
常
三
郎
全
集

（
一
九
八
二
年
、
第
三
文
明
社

以
下

全
集

と
略
す
）
第
五
巻
、
八
〜
一
〇
頁
。

11

同
書
の
補
注
（
四
一
七
頁
）
に
よ
る
と
、
明
治
二
六
年
か
ら
昭
和
一
五
年
の
間
、
数
万
人
の
受
験
浪
人
が
あ
り
、
受
験
失
敗
者
の
自
殺
が

相
次
い
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

12

全
集

第
五
巻
、
一
一
三
〜
四
頁
。

近
代
日
本
の
日
蓮
信
仰
に
み
る
祈
り
（
三
輪
是
法
）

二
五
〇



13

右
同
書
、
二
三
一
頁
。

14

右
同
書
、
一
二
四
頁
。

15

右
同
書
、
一
三
一
頁
。

16

右
同
書
、
一
三
三
頁
。

17

右
同
書
、
一
四
〇
頁
。

18

全
集

第
六
巻
、
一
五
頁
。

19

右
同
書
、
一
七
頁
。

20

右
同
書
、
一
九
頁
。

21

右
同
書
、
二
〇
頁
。

22

右
同
書
、
二
〇
〜
一
頁
。

23

右
同
書
、
二
一
〜
二
頁
。

24

右
同
書
、
三
五
頁
。
括
弧
内
筆
者
。

25

右
同
書
、
七
一
〜
二
頁
。

26

右
同
書
、

第
三
章
第
二
節

教
員
気
質
と
そ
の
階
級

（
六
〇
〜
七
一
頁
）
参
照
。

27

右
同
書
、
三
五
頁
。

28

全
集

第
八
巻
、
三
九
頁
。

近
代
日
本
の
日
蓮
信
仰
に
み
る
祈
り
（
三
輪
是
法
）

二
五
一
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